
 

 

 

道づくりだより 第 126 号 

2018.8 
(島根県道づくり調整会議) 

 

（一）柿木津和野停車場線 中座工区 

1.（一）柿木津和野停車場線 中座工区（津和野町）が開通しました！（道路建設課） 

 

2.山陰道 出雲・湖陵道路 神西トンネル（仮称）が貫通しました！（高速道路推進課） 

 

3.道路愛護等に努めた方々が表彰されました（道路維持課） 

 

4.和江地区漁港関連道（市道正原線）～平成３０年８月２５日に開通！～（漁港漁場整備課） 
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国道９号山口方面から旧津和野町中心部へのアクセスルートとして、（一）柿木津和野停車場
線中座工区が開通しました。現道は急勾配で連続するカーブのため大型車の通行が困難であった
ことから、新たにバイパスを整備することで安全性と利便性の向上が図られました。
また８月４日には開通式が行われ、中座工区開通により観光振興や地域経済の活性化が図られ

ることを期待しています。

開通式

平成30年8月4日、津和野町主催の開通式が開催さ

れました。テープカットや開通記念パレードが挙行

され中座工区完成を祝いました。

当日はパレード終了後、記念イベントとして石見

神楽公演や中座工区パネル展も行われました。

道路建設課

【事業位置】
鹿足郡津和野町中座～津和野町鷺原

【事業期間】
平成９年度～平成３０年度

【開通延長】
２．１５ｋｍ

【主要構造物】
檜谷橋 （１号橋） L= 59.0m
高見橋 （２号橋） L= 70.0m
山陰道橋（３号橋） L=116.2m
門林橋 （４号橋） L= 40.0m
流れ石橋（５号橋） L=121.0m

～新道～

～現道～

テープカットの様子 記念パレードの様子
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高速道路推進課 

山陰道 出雲・湖陵道路 神西トンネル（仮称）が貫通しました！ 

 
国土交通省松江国道事務所が工事を進めている山陰道 出雲・湖陵道路（出雲 IC～湖陵 IC（仮称））において、

「神西トンネル（仮称）」が貫通しました。 

貫通当日の８月９日（木）に行われた見学会では、地元地区の方々や工事関係者が出席し、実際にトンネルが貫

通する瞬間に立ち会いました。 

地元に造られるトンネルが貫通する瞬間に立ち会うことは大変貴重な機会であり、地元の方々にとっても印象に

残る経験となったのではないかと思います。 

神西トンネルでは引き続き、トンネル内面を覆うコンクリートなどの工事が進められる予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神西トンネル（仮称）の概要 

 

位置：出雲市東神西町～ 

西神西町地内 

延長：４３４ｍ 

着工：平成３０年３月 

工法：NATM（機械掘削） 

神西トンネル（仮称） 

皆さんぽっかりと空いた穴を見上げた

り、記念撮影したりしておられました。 

貫通直後の様子 

油圧ブレーカーで最後のひと掘り… 

トンネルの片隅にはドリルジャンボが

鎮座。地山補強のためのロックボルト

の施工をはじめ、様々な用途に使用

します。 

貫通前（地表面まで残りわずか） 無事貫通！ 



道路維持課 

道路愛護等に努めた方々が表彰されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 ◇受賞の皆様 

 

 

 

 

  

                         

   
    

８月２４日、県庁知事室において、「道路交通の安全、道路の正しい利用、道路愛護等に努め

その功績が特に顕著な民間の団体又は個人に対する国土交通大臣表彰」の伝達式と「みんなで守

り育てるしまねの道と川の愛護活動表彰」の授与式が行われました。 

忌部少年剣道会（松江市） 

郷土の美化活動と社会奉仕を目的に剣道を教える保護者と団員の子供達を中心に活動しておら

れます。年間６回の活動を通し子供達と共に道路の草刈等を行い社会奉仕の重要性を伝えながら地

域の環境整備にも大きく貢献しておられます。 

●作業人員：２２人 

●作業延長：１．７２ｋｍ  

●年間作業日数：６日 

●従事年数：１３年 

●作業路線：主要地方道 松江木次線 

溝口知事と記念撮影をされる代表者の方々。  
忌部少年剣道会、知事 

～国土交通大臣表彰～ 

 国土交通省では、８月の「道路ふれあい月間」中に「道路交通の安全、道路の正しい利用、道路愛護等に

努めその功績が特に顕著な民間の団体または個人に対する表彰」という名称の国土交通大臣表彰を行ってい

ます。島根県からは３団体が表彰されました。 

 

左から、中ノ手自治会、知事、上講武トラクター組合 



道路維持課 

 

 

 

 

 

 

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    

    

   

 

上講武トラクター組合（松江市） 

 平成１７年に道路愛護ボランティア団体に認定されて以来、年２回熱心に活動されておられま

す。構成員が平均７０歳と高齢化が進むなか、継続的に取り組んでおられる姿は地域の美化に大い

に貢献しておられます。 

●作業人員：１７人    

●作業延長：１．０ｋｍ  

●年間作業日数：２日 

●従事年数：１３年 

●作業路線：一般県道 講武古江線 

中ノ手自治会（松江市）    

 構成員の１人が県道・市道の清掃作業を提案し平成１７年に道路愛護ボランティア団体として認

定され草刈活動を行うようになりました。構成員が高齢化するなか、３班に班編制し効率よく作業

が進むよう工夫しながら活動されており、地域の環境整備に大きく貢献しておられます。 

●作業人員：１８人    

●作業延長：１．０ｋｍ  

●年間作業日数：２日 

●従事年数：１３年 

●作業路線：一般県道 大野魚瀬恵曇線 

       



道路維持課 

 

 

～島根県知事表彰～ 

 島根県では、「みんなで守り育てるしまねの道と川の愛護活動表彰」という知事表彰を行っています。 

道路部門では、長年の功績を称えられた１０団体が表彰されました。 

 

◇受賞の皆様                                               

           

 

 

 

 

 

 

                                           

 

  

●おせっかい隊（松江市） 

  少ない人数ながら精力的に活動されており、夏休

みには中学生の子供達と共に活動を行い社会奉仕へ

の重要性も伝えながら熱心に取り組んでおられま

す。                                   

●下遠所自治会（雲南市） 

 ２km 近い長い区間を長年活動されており、刈った

草などは畑の肥料に活用し環境維持にも取り組んで

おられます。 

●中遠所自治会（雲南市）                       

13 年間と長きにわたり活動を継続されており、用

具については構成員で持ち寄り経費削減につとめる

など工夫しながら地域の環境整備に取り組んでおら

れます。 

●須所公民館（雲南市） 

  長きにわたって活動を継続されており、町内全戸が参

加して草刈活動を行っておられます。刈った草を畑の肥

料として有効活用し環境維持にも取り組んでおられま

す。 

左から：須所公民館、下遠所自治会、知事、
奥遠所自治会、おせっかい隊 

●奥遠所自治会（雲南市）                      

  雲南市から松江市を結ぶ主要地方道 玉湯吾妻山

線の沿道草刈を 13 年間と長きにわたり活動を行い

環境維持に大いに貢献しておられます。                  

●ハート フル 案内・案内自治会（雲南市）                      

県道沿線の草刈、ツツジの剪定、花壇の管理及び 

ゴミ拾いなど大人も子供も一緒に活動を行い長年に 

わたって環境維持に大いに貢献しておられます。 

左から：出雲市バレーボール連盟(公園)、 
知事、ハート フル 案内・案内自治会、中遠

所自治会 

●後山中自治会（江津市）※表彰式は欠席 

  高齢化が進むなか、草が繁茂する期間に年３回の活

動を行っておられます。作業延長が長いため分担しな

がら効率よく進むよう活動し、環境維持に大いに貢献

しておられます。 



道路維持課 

     

 

●坂浦自治会（出雲市）                       

ハートフルに登録する以前から地区全体が参加し活

動しておられます。子供の通学路にもなっているため路

肩の除草により視認性の向上が図られ交通安全にも大

きく貢献しておられます。  

●柿原自治会（益田市）                       

ハートフルに登録する以前から継続して活動してお

られます。道路だけではなく河川の愛護活動もされてお

り、地域の環境整備に大いに貢献されておられます。 

 

左から、阿用地区振興協議会(河川)、知事、
柿原自治会、坂浦自治会 

●伊後区（隠岐の島町）※表彰式は欠席                       

道路脇の草刈を 10 年以上継続して熱心に取り組 

んでおられます。草刈り機等を使い効率的に作業し 

地域の環境整備に大いに貢献しておられます。 



漁港漁場整備課

和江漁港に立地する大田圏域の統合市場を拠点に、水

産物の集積並びに消費地への出荷が安全かつ確実に行え

るよう、県が和江漁港から国道9号に通じる漁港関連道

を整備してきました。

この度、国道9号から県道静間久手停車場線までの区

間（延長1,320ｍ）の完成により、本年８月25日に国

道9号から和江漁港までの全線（延長1,520m）が開通

しました。

本道路の完成により流通機能が強化され、大田統合市

場に揚がった水産物の更なる高鮮度・高品質化が期待さ

れます。

和江漁港
（大田市）

航 空 写 真

■ 事業内容

〇 道路延長 ： L=1,520m

・ 今回開通区間 L=1,320m

・ 供用済区間 L=200m

（平成25年9月）

〇 事 業 費 ： 約16.7億円

〇 事業期間 ： 平成24年度～平成30年度

位 置 図

しょうばらせん

歩道
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m

車道
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新正原橋



漁港漁場整備課

■ 開通式の状況

開通式には多くの関係者が集まり、大田市立第二中学校・吹奏楽部の演奏、

テープカット、鳩50羽の放鳥、石見銀山天領太鼓の皆さんに先導された渡り初め

など盛大に行われ、道路の開通を祝いました。

テープカット 渡り初め

～ 新正原橋のお絵描き大会と橋名板について ～

新正原橋の建設途中で静間小学校の2、3年生の児童の皆さんによる橋面のお絵

描き大会を開催したり、児童の代表者に橋名板の揮ごうをしてもらいました。

橋面のお絵描き 橋名板

しんしょうばらばし

整備前 整備後

■ 整備前と整備後の状況


